
高子二十境
漢詩と墨絵を楽しんで

高子沼を楽しむ会



熊阪覇陵 （１７０９年～１７６４年）

・江戸中期、伊達市上保原の高子に生きた豪農で高子熊阪家の祖。

高子熊阪家の持高・・・・１１０石を超える

（田畑・・高子村 上保原村 箱崎村 高成田村 飯坂村）

・近隣の村の門人が通う学問所「白雲館」を主宰する文人・漢詩文学者。

子の台州、孫の盤谷の時代には、蔵書が１万冊を超える

⇒晩年、詩仏・王維の網川二十景に倣い、高子の二十境を詠う

・村の窮乏を救済する人徳者。

飢饉の救済の功績で、苗字帯刀が許される

熊阪家は「積善の家」ともいわれ、死後は「熊阪神」として祀られる



祀られる熊阪家の祠

伊達神社（保原柱沢）の熊阪神の碑

岩谷霊窟（白雲洞）の台州大明神の祠



熊阪家三代・覇陵 台州 盤谷の墓碑



〇熊阪家墓所

熊阪覇陵・台州・盤谷など熊阪家の墓碑が並ぶ
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覇陵の白雲館の漢詩文学活動

中村熊阪家の義父熊阪助利（豪商・梁川藩の御用達・半田銀山の両替商）のもとで朱子
学・宋詩を学ぶ。

（「修己知人」の武士の教えを修得 官吏の世界を詠う教養としての漢詩の素養）

農業経営者、蚕種養蚕業への投資家、桑折代官所の業務の担い手として信達の有力者と
して生きる。

⇓

荻生徂徠の古文辞学、盛唐の自然詩人・王維との出会い

⇓

藩政を担う修己知人の武士のように生きようとする自分を否定し、家業を子の台州に譲り、
自宅を「白雲館」と号し、仙境の高子で生きる。

高子を王維の別荘「網川」に見立て、美しい景観を足を止めては、漢詩に詠う。

王維の「送別」の詩

下馬飮君酒 問君何処之 君言不得意 歸臥南山陲 但去莫復問 白雲無盡時



永慕編(父・覇陵の追悼集）の自費出版

〇熊阪覇陵は高子二十境で漢詩（五言絶句）を詠む。子の台州、孫の盤谷も唱和する。

・・・父子三代で６０題の漢詩

〇台州は、父覇陵亡き後、父を慕い、この６０の漢詩に、南画の大家となる谷文晁の墨絵

を付けて、永慕編を編集する。

〇１７８８年、この漢詩集を江戸の藻雅堂から自費出版する。

〇全国広く、知識人等に贈り、評価を求めるとともに、漢詩を寄稿するよう呼びかける。

投稿された漢詩を、永慕後編として出版する。

⇒ 地方の非武士階級の熊阪家の学識の高さ

⇒ 地方から中央の文壇に打って出る高き誇り・・多くの中央の文化人との交流

⇒ 親子三代に渡っての儒学者、漢詩文学者としての活躍の凄さ



高子二十境
江戸中期、高子の熊阪覇陵・台州・盤谷が漢詩に詠った２０の景勝地
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高子の景観

阿武隈急行高子駅
里山に囲まれ、広がるぶどう畑

白鷺峰

走馬嶺

禹父山
古樵丘
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（１）丹露盤 ［伊達氏発祥の地・高子岡城跡］

一入青山路 幽徑接巑岏 毎發紫霞興 幾過丹露盤

亀岡八幡宮

高子岡城跡

丹露盤の断崖絶壁



〇丹露盤
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（２）白雲洞

岩谷霊窟ともいわれる名勝地
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白雲洞の薬師如来



〇白雲洞
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（３）高子陂 （高子沼）

伊達政宗の高子沼伝説も



○高子陂



（４）走馬嶺

白鷺峰

雩山
走馬嶺



（５）不羈坳

高子沼を見下ろして

不羈坳



〇谷文晁の墨絵
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（６）古樵丘

覇陵

獨酌古樵丘 詩成自飄逸
醉看浮雲過 醒愛明月出

古樵丘で、ひとり酒盃を酌む。

詩ができてか、俗事を離れのんきな気分になる。

酔いが来て、流れゆく浮き雲を眺め、

酔いが醒め、出ようとする明月を眺めるのも愛おしい。



高子二十境を楽しむ

◎高子二十境の漢詩を、景色を眺めながら鑑賞する。

◎谷文晁の墨絵を、高子の景観を眺望しながら鑑賞する。

⇓

詩歌、絵画などの創作力を高め、創造的に生きる楽しさ

高子二十境展の開催

◎ウオークの目的に対応できるコースが選べる。

⇓

健脚コース 歴史探訪コース 秋の味覚コースの楽しさ

秋のぶどう直売会の開催



高子二十境巡り［秋のぶどう収穫祭（９月）］

白雲洞でガイドの説明を

スタート・ゴールは高子沼

熊阪家墓所で



第６回 秋のぶどう収穫祭

高子二十境巡り

平成２９年９月１７日（日）
受付 ９時～ 出発 ９時３０分

スタート・ゴール 高子沼

当日、高子沼の受け付けて自由に参加してください。（参加費３００円・保険料等）

車の方は、高子集会所、阿武隈急行高子駅の臨時駐車場を利用してください。

高子の美味しいぶどうを直売します。



高子二十境スケッチ会のご案内

岡崎忠夫講師とともに、高子二十境の美しい風景をスケッチします。

第２回 ７月２２日（土） ９時～１２時

◎夏 高子沼を描く

第３回 ９月９日（土） ９時～１２時

◎阿武隈急行「高子駅」から描く

第４回１１月１１日（土） ９時～１２時

◎秋 高子の紅葉を描く

※集合場所：高子集会所

参加費： １回１０００円

申込先： 事務局 担当佐藤 （０２４－５７６－６３１７）



高子二十境巡りにお出でください

ご清聴を感謝します

終わり


